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1.　被服構成及び実習の指導において，高校履習課程

の違いによる知識技能差が入学当初一部 の者について認

められた。しかしこの ような差異が授業 の進行 と共に，

卒業時 までにどのように移 行するか，調査 はい まだな さ

れてい ない。 そこで これら の点 につい て学生 の意識調査

をまじえ て検討 を行い， コース別あ るい は，高校履習課

程別 に実態を把握し て，今後 の能 率的な被服指導 のあ り

方，及び 効果的 な被服教材 の設定 の基礎資料 とし たい。

2.　資料は 学生150 名を対象 に実技テ スト，ペ ーパ ー

テスト， 及び 意識調査 を実施， それぞ れの特質 につい て

検討。

3.    (1)短 大家 政科 コース別(被 服･食 物･文化教養) 学生

の被 服構 成及び 実習 に対 ナる関心度の傾向がつ かめた。

(2)技能テストの結果 は， 高校における履習課程 の差異

による能力差が， 明確 にみとめられた。

(3)ペ ーパーテストに お け る 被 服構成の基礎テ ストで

は，家政課程に優位な有意差がみられた。

U)ペーパーの機械の基礎テ ストでは家政課程と普通課

程の間に差がみられなかった。

以上 の資料により得た ものを， 今後授業面で能力に応

じた指導のあ り方を追求したい。


